
知的財産
人材育成スクール（初級コース） 募集要項

問い合わせ先

● 知的財産を活用できる人材を一から育成したい
● 知的財産の知識を短期間で体系的に習得したい
● 知的財産の知識だけでなく、その活用方法を知りたい

事業戦略部　東京都知的財産総合センター
電話：03-3832-3656　E-mail：chizai@tokyo-kosha.or.jp

令和５年度予算が東京都議会で成立した場合に実施します。

第２期

受講対象

令和５年５月11日（木）～令和５年10月５日（木）開講期間

（公財）東京都中小企業振興公社　事業戦略部
東京都知的財産総合センター　地下大会議室
（東京都台東区台東1-3-5　反町商事ビル地下1階）
※新型コロナウイルス感染症の感染状況によってオンライン開催になる場合があります。

会場

※応募者多数の場合、応募書類をもとに選考を実施、受講企業を決定します。
　選考の観点：問題意識、受講意欲、継続受講可能性

10社程度
募集企業数

※受講決定後、お振込みされた受講料は返金いたしません。予めご了承ください。
※１社２名まで参加可能です。受講者の途中変更はできません。

５万円／１社
受講料

令和５年3月1日(水)～令和５年４月20日(木)募集期間

公社HPの申込フォームからお申込みください。お申込み後、３営業
日以内に受付確認メールを送付いたします。連絡がない場合は、
お手数ですが、以下問い合わせ先までご連絡ください。

申込方法

電子メールにて通知いたします。
※@tokyo-kosha.or.jpからのメールを「受信許可」して頂くよう、お願いいたします。選考結果の通知

❶ 3/13（月）18：00～19：00　　❸ 4/6（木）13：30～14：30　
❷ 3/24（金）13：30～14：30　　❹ 4/17（月）18：00～19：00

本スクールのカリキュラムや特長などを講師と事務局がご説明します。
お申込みを悩まれている方はお気軽にご参加ください。

事前説明会を開催します

グーグルフォーム
で受付

開催日 申込方法
受講企業

募集

知的財産人材育成スクール

年間6,000件を超える相談実績をもつ
知財センターが開講！

R5.3 作成知財戦略導入支援事業

第２期

知的財産の担当者を育成してみませんか

初級コース



◆ 知的財産を活用できる人材を一から育成したい
◆ 知的財産の知識を短期間で体系的に習得したい
◆ 知的財産の知識だけでなく、その活用方法を知りたい

参加企業の声

｢知的財産は自社に関係ない｣と思っていませんか？
　知的財産は、特許権や商標権だけではなく、ノウハウや営業秘密も含まれます。つまり、日々創意工夫を重ねている企業
であれば、自社に知的財産が存在します。
　東京都知的財産総合センターでは、｢知的財産の活用を担うことができる人材を一から育成したい｣などのお悩みを持つ
都内中小企業を対象とした｢知的財産人材育成スクール｣を開講し、知的財産に関する知識と活用方法の習得を支援して
います。
　初級コースは、講義、グループワーク、個別支援を通して、知的財産の各分野における基礎的な知識と活用方法を体系的
に学ぶことができるコースです。
　知的財産の活用を担うことができる人材を一から育成したい都内中小企業の方は、ぜひこの機会にご参加ください。

※ニッチトップ育成支援…都内中小企業が知財戦略を導入した経営を行えるようになるため、当センターのアドバイザーが最大3年間の継続的な相談・助言を行う支援

番号 開催日 カテゴリー

オリエン
テーション

事務局説明、目指す知財人材の姿、自社の
強み分析、スキル向上シートの説明など

田久保 泰夫 氏
中村 貴彦 氏
知財センター事務局

田久保 泰夫 氏
中村 貴彦 氏
知財センター事務局

渡部 仁 氏

尼崎 浩史 氏

城田 晴栄 氏

加島 広基 氏

丹羽 匡孝 氏

近藤 泰祐 氏

中村 貴彦 氏

黒田 義博 氏

田久保 泰夫 氏
中村 貴彦 氏

ブランドを守る、商標登録とは？、
メリット、保護範囲、手続き、効力など

ブランドは見えない宝物、ブランド名の作り方、
商標登録を活用したブランディングなど

特許とは？、メリット、
保護範囲、手続き、効力など

先行技術調査の重要性・目的、
J-platpatとは？

著作権法の目的、支分権、保護期間、
制限契約など

意匠とは？、メリット、
保護範囲、手続き、効力など

知財戦略とは？、知財の捉え方、知財戦略の
考え方の基本、知財リスクの回避など

知的財産管理技能検定の紹介、
経営デザインシートの解説など

外部リソースの概要、
大学・金融機関の活用、付き合い方など

不競法とは？、特許出願とノウハウ管理、
営業秘密と漏洩対策、社内規程など

契約とは？、契約書締結の意義、
契約書修正のための知識とスタンスなど

警告書とは？、警告書受領後の流れ、
裁判事例など

経営と知財の関係、知財活用16の方法など

まとめ講義、修了証交付など

個別論点

活用視点

個別論点

修了式

テーマ 内 容 講 師

5月11日 木 オリエンテーション

商標・ブランディング①

商標・ブランディング②

特許・実用新案①

特許・実用新案②

著作権

意匠・デザイン

知財戦略

知財知識・スキルの公的
認定、経営デザインシート

知財活用

外部リソース

社内規定、営業秘密、
不正競争防止法

知財契約

警告書対策

まとめ・修了式

5月18日 木

5月25日 木

6月8日 木

6月15日 木

6月22日 木

7月6日 木

7月13日 木

7月20日 木

8月10日 木

8月24日 木

9月7日 木

9月14日 木

9月21日 木

10月5日 木
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知的財産人材育成スクール(初級コース)とは

このような方にオススメ！

スクールの特長！

グループワークや
ケーススタディを
数多く盛り込んだ
双方向型講義

双方向

法律知識にとどまらない
実務ですぐに使える
知識・ノウハウを

伝授

実践型
知的財産権を事業活動に
どのように活用するか
という視点を
踏まえた講義

知財活用

スクールをきっかけに、知財活用に向
けた課題を検討するなど、知財担当者
としての自覚が出てきました。

受講者の上司

受講者

知財スクールを含めた知財活用支援の全体像

カリキュラム

知財スクール
（初級コース）

知財スクール
（上級コース）

ニッチトップ※

育成支援

知財経営の
実現へ

毎回グループワークがあり、他の受講
者の考え方も学ぶことができて、座学
のみの講義に比べて知識の幅が広がり
ました。

満足度

97％

普通 3％

※開催時間は、いずれも14：00～17：00です。

知財活用の
体制づくりの着手 知財活用の体制構築 知財活用の実践


